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          高松市北浜町 8－25 

          TEL 087-825-0350 

          FAX 087-851-0699 ＪＦ香川漁連ＪＦ香川漁連ＪＦ香川漁連ＪＦ香川漁連    

人と魚と海のネットワーク 
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http://www.jf-net.ne.jp/kagyoren/ 

 

 
香川県海苔養殖研究会（会長 西口正弘）は去る

９月９日(月)から９月１２日(木)にかけて平成２５

年度ノリ着業検討会を開催した。 

本検討会は、毎年新漁期を迎えるに当たって、ノ

リ養殖業の安定と品質向上及び経営の合理化を目的

に、ノリ養殖指導指針や酸処理剤の取扱要領並びに

乾海苔共販対策等を直接生産者に周知するため、関

係機関の協力のもと例年各地区で開催している。本

年度も県内３地区で開催し、ノリ養殖業者並びに漁

業関係者が出席した。 

 

挨拶する挨拶する挨拶する挨拶する西口西口西口西口会長会長会長会長    

９月 ９日（月） 小 豆 地 区  

         オーキドホテル  

９月１１日（水） 東 讃 地 区  

ベッセルおおち  

９月１２日（木） 高松・中讃地区  

漁 連 会 館  

 検討会では「平成２５年度ノリ養殖指導指針につ

いて」、「平成２５年度酸処理剤取り扱い要領につい

て」、「平成２５年度水温・栄養塩の動向について」 

その他として、「ノリ養殖等に向けた漁場環境情報

の提供」、「平成２５年度商社訪問報告」、「ノリ養殖

漁場高度管理計画」の説明が行われた。 

検討会終了後各会場において「乾ノリ消費動向に

ついて」、「香川県産乾ノリの評価・改善点について」

をテーマにそれぞれ講演が行われた。 

「小豆地区」  

講師 小浅商事(株)大阪支店長 加藤太一氏 

「東讃地区」 

講師 (株)白子 仕入担当課長 島 律夫氏 

「高松・中讃地区」 

講師 松谷海苔(株)代表取締役 松谷 晃氏 

 

高松・中讃地区高松・中讃地区高松・中讃地区高松・中讃地区    松谷社長松谷社長松谷社長松谷社長の講演の講演の講演の講演    

 
平成２５年度第２回さぬき海の幸販売促進協議会

が９月３日（火）に漁連会館にて開催された。会議

では７月１６日に選ばれた「香川おさかな大使」北

村公美さん、後藤美波さん、中條文鈴さんに、服部

会長より委嘱状が渡された。 

 

左から北村公美さん、後藤美波さん、中條文鈴さん左から北村公美さん、後藤美波さん、中條文鈴さん左から北村公美さん、後藤美波さん、中條文鈴さん左から北村公美さん、後藤美波さん、中條文鈴さん 

大使としての活動はすでに始まっており、「香川 

のおいしい魚を、多くの人に知ってもらえるように

頑張ります。」と抱負を語った。 

また、平成２５年度事業計画等について協議され、

昨年度に引き続いて「さぬき海の幸販売促進事業」

に取り組み、ハマチ、ノリ、イリコをはじめ、ナシ

フグ、タコ、サワラ等の県内水産物の消費拡大、知 

名度向上を一層推進するため、各種イベントに参画 
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ｒ  して効果的に PRを行うこととなった。 

 

挨拶する服部会長挨拶する服部会長挨拶する服部会長挨拶する服部会長    

各事務局より本年度の活動計画概要が下記の通り

報告された。 

総務・食育グループ「総務・食育グループ「総務・食育グループ「総務・食育グループ「PRPRPRPRイベント事業」イベント事業」イベント事業」イベント事業」    

ハマチ・ノリ・イリコをはじめ、サワラ、タコ、

讃岐でんぶくなどの県産水産物の消費拡大、知名度

UP を一層推進するため、各種イベントに参画して

PRを行う。 

イベントについては、県内各地で開催されるイベ

ントにおいて、参加条件等を検討のうえ、PR 効果

が高いと考えられるものに参加する。 

１０月 ５日 海の幸ふれあい市場オープニング 

       イベント 

１０月２７日 たかまつ市場フェスタ 

１１月 ２日 中讃 秋のぴちぴちとれたて市 

１２月１３日～１５日 食の大博覧会 

総務・食育グループ「水産食育事業」総務・食育グループ「水産食育事業」総務・食育グループ「水産食育事業」総務・食育グループ「水産食育事業」    

県産水産物の販売促進や一般家庭で活用できる家

庭地魚料理の普及のため、ハマチ、イリコ、ノリ、

カキ、タコ、サワラ等を食材とした水産食育教室等

を開催するとともに、県産水産物を紹介するテキス

トを作成し、おいしさや料理法を情報発信する。 

≪水産食育教室≫ 

１０月    香川短期大学 

１２月    多度津高校 

１２月１８日 高松工芸高校 

ハマチグループハマチグループハマチグループハマチグループ「ハマチ等ブランド化事業」「ハマチ等ブランド化事業」「ハマチ等ブランド化事業」「ハマチ等ブランド化事業」    

 ブランドハマチのさらなる普及と、県産水産物の

消費拡大、ブランドイメージの確立。これまでの活

動に加え、販促物作成と配布の強化。また、本年度

はさぬき蛸の PR を計画しており、タコの販促物を

揃える。 

ハマチグループハマチグループハマチグループハマチグループ「県内・近県フェア事業」「県内・近県フェア事業」「県内・近県フェア事業」「県内・近県フェア事業」    

 県内、及び近県で「県産ハマチ」を中心に県産水

産物の消費拡販を目的とした販売促進フェアの実

施。販促物の配付等実施。 

・県内 

県内の量販店、さぬき蛸、讃岐でんぶく試食販売。 

・近県（中四国） 

岡山県、徳島県、愛媛県、高知県等においてハマチ

３兄弟の販売促進フェアの実施。 

ハマチグループ「県外フェア事業」ハマチグループ「県外フェア事業」ハマチグループ「県外フェア事業」ハマチグループ「県外フェア事業」    

県産ブランドハマチを中心とした県産水産物の、

県外での消費拡販を目的とした販売促進フェア等を

実施する。 

・首都圏 

東信水産他 

・京阪神地域 

阪神百貨店他 

ハマチグループハマチグループハマチグループハマチグループ「流通懇談会事業」「流通懇談会事業」「流通懇談会事業」「流通懇談会事業」    

水産物の大消費地である首都圏及び京阪神地区で

「県産ブランドハマチ」を中心とした県産水産物の

消費拡大を目的に懇談会を開催し、本県水産関係者

と当地の卸売市場及び量販店関係者が意見の交換を

行う。 

また、懇談会に先立って、香川おさかな大使によ

る市場キャラバンを行う。 

PRキャラバン 

・首都圏１０月２９日（火）で計画 

・京阪神１１月中旬で計画 

ハマチグループハマチグループハマチグループハマチグループ「海外輸出事業」「海外輸出事業」「海外輸出事業」「海外輸出事業」    

海外で県産ハマチを中心とした県産水産物の販路

拡大、消費拡大を図る。 

ノリ・イリコグループ「香川ノリノリ・イリコグループ「香川ノリノリ・イリコグループ「香川ノリノリ・イリコグループ「香川ノリ PRPRPRPR事業」事業」事業」事業」    

 香川県産ノリの販売促進と、消費者の知名度向上、

生産技術の一層の向上を図るため、①初摘みノリ香

川県産ノリ認証制度の充実及び認証商品の販売促

進、②新ノリ祭りの開催、③香川産ノリの PR イベ

ントの開催、④品評会の実施等、各種の取組みを行

う。 

１１月  ノリ消費拡大 PRイベント 

１月下旬 新ノリ祭り 

２月   香川県産ノリ品評会 

ノリ・イリコグループ「ノリ・イリコグループ「ノリ・イリコグループ「ノリ・イリコグループ「イリコブランド化・商品開イリコブランド化・商品開イリコブランド化・商品開イリコブランド化・商品開

発発発発事業」事業」事業」事業」    

    地域団体商標（地域ブランド）として登録された

「伊吹いりこ」の知名度向上を目指した活動を実施

するとともに、商標等の管理にかかる指導を行う。       

また、県産イリコの消費拡大を図るため、関係団

体と連携した取組みや、新たな商品の開発を行う。 

１１月 実りのフェスティバル 

 〃  中讃 秋のぴちぴちとれたて市 

１２月 観音寺・伊吹いりこ祭り 
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 平成２５年１０月に、瀬戸内海環境保全特別措置

法が制定されて４０年になることから、９月７日

（土）にサンポート高松・大ホールにて瀬戸内海環

境保全特別措置法制定４０周年記念式典「瀬戸内海

の再生 豊かで美しい里海をめざして」が、主催環

境省、瀬戸内海環境保全知事・市長会議、公益社団

法人瀬戸内海環境保全協会にて開催され、瀬戸内海 

沿いの自治体の首長や漁業関係者ら約１，０００人

が出席した。 

 主催者を代表して井上環境副大臣、井戸兵庫県知

事が挨拶し、その後、瀬戸内海環境保全功労者表彰、

瀬戸内海フォトコンテスト優秀作品賞贈呈等が行わ 

れた。 

 「瀬戸内海の再生 豊かで美しい里海をめざして」

と題したシンポジウムでは、基調説明として松田広

島大学名誉教授から主旨説明、浜田香川県知事より

香川の里海づくりについて、岡市香川大学名誉教授

から「瀬戸内海の環境保全４０年」と題した基調講

演が行われた。講演の中で、環境省による施策と各

府県の協力で、１９８９年の CODの負荷量は８３

８t/日に削減され、現在赤潮の発生件数は１２０件

程度に減少している。ただ、漁獲量の減少、海ゴミ

の問題など新たな問題が発生していることを指摘し 

ていた。 

 

パネルディパネルディパネルディパネルディスカッションスカッションスカッションスカッション    

休憩を挟みパネルディスカッションが行われた。パ 

ネリスト・コーディネーターは下記のとおり。 

パネリスト 

（行 政）井手敏三（兵庫県知事・瀬戸内海環境 

           保全知事・市長会議議長） 

浜田恵造（香川県知事） 

（学識者）岡市友利（香川大学名誉教授） 

柳 哲雄（九州大学名誉教授） 

（団 体）服部郁弘（香川県漁業協同組合連合会） 

（団 体）足利由紀子（ＮＰＯ法人水辺に遊ぶ会理事長） 

コーディネーター 

    松 田  治（広島大学名誉教授） 

パネルディスカッションでは、漁業者を代表して

服部香川県漁連会長より「我々漁業者は休漁日を設

定し、小型魚を再放流するなど資源管理型漁業や栽

培漁業を積極的に推進しているが、その努力にかか

わらず、漁獲量は減少している。瀬戸内海で多様な

漁業が継続できるよう、国には適正に水質管理を継

続していただきながら、豊かな瀬戸内海の活性化が

図られることを望んでいる」と漁業者の思いを伝え

た。 

この後、豊かで美しい瀬戸内海を次世代に引き継

ぐ瀬戸内海里海宣言が採択され、最後に「海」を会

場全員で合唱し閉会となった。 

 

香川の香川の香川の香川のゆるキャラ大集合ゆるキャラ大集合ゆるキャラ大集合ゆるキャラ大集合    

 

キリンビールが全国で展開する、「選ぼうニッポ

ンのうまい！２０１３」のプレゼントキャンペーン

香川県版の記者発表が、浜田香川県知事、原香川県

漁連専務、キリンビールマーケティング(株)香川支

社平井支社長が出席し９月１１日（水）高松市兵庫

町の天勝本店で行われた。 

香川県では、昨年のタイラギ貝に続き今年度はさ

ぬき蛸がピックアップされた。蛸の漁獲量は平成２

３年では１，３４９ｔで全国３位。また、高松市で

の世帯あたりの消費量は全国１位となっている。 

キリン対象商品に付いている応募券６枚を１口と

して応募すると、さぬき蛸の空揚げやタコ飯などが

味わえる「さぬき蛸セット」が全国で６００人の方

に当たる。応募期限は１０月３１日（木）まで当日

消印有効。 

記者発表当日は、おさかな大使の後藤さんと北村

さんが、会場内にてさぬき蛸のあぶり焼きやしゃぶ

しゃぶの美味しさを PRしていた。 
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